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はじめに
現在でこそ中国には日本語を学ぶ機関が多数あるが、ひとたび時間を建国
当初まで遡ってみれば、日本語教育機関は唯一北京大学のみであった。いう
までもなく北京大学は現在でも日本語教育の質、量において最先端をはしっ
ている。その北京大学の大学院日本語専攻募集要項（北京大学２０１１日研招生
簡章）を開いてみると日本語学科を紹介する文章がある。そこに「文革以前
の我が国唯一の日本語・日本文学教授」として讃えられる教師がいた。それ
が徐祖正その人である。
徐祖正は、字を耀辰と呼ぶ。江蘇省の昆山巴城（現在、昆山市巴城鎮）で
生まれた。生年は１８９４年の説、１８９５年の説、１８９７年の説があり、定かではな
い1)。１９７８年に病死した2)。
郁達夫、陶晶孫、李健吾など同時代の文人の回顧文には、たびたび徐の風
貌が描かれた。背が低く端正な顔つき、ふるまいが上品で、温厚な性格を持
つキリスト教信者であった3)。徐は１９１２（民国元）年、つまり中華民国が誕
生してまもなく日本に留学し、東京同文書院などを経て東京高等師範学校
（以下、東京高師）に進学した。帰国後、徐が周作人、張黄らとともに北京
大学に創設したのが中国の大学における最初の日本語教育機関、北京大学
「日文組」（即ち、日本語学科）である。また、北京女子高等師範学校の創
設にも深く関わった4)。徐の文学活動も注目すべきものがある。郭沫若らと
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文学団体を設立し、周作人、魯迅が主催する週刊誌『語絲』にも多くの原稿
を寄せた。また、北新書局で島崎藤村5)『新生』の訳本と、単著『蘭生弟的
日記』を出版した。
このように、徐は日本語教育や文学研究にはっきりとした足跡を残した。
しかし残念なことは、日中国交回復まで２３年間、徐は新中国唯一の日本語教
育に携わる教授と認められながらも、徐の日本語教育に関する研究は未だ皆
無である。また、文学史や人物史研究においても、徐の経歴に関する基本的
な記述さえ間違いだらけという情況である6)。
徐への注目度の低さの背景には、徐の政治的な立場が問題視されたことが
あると思われる。周知の通り、１９２０年代の中国文壇で共に活躍してきた郭沫
若や魯迅らは後に左翼文学の陣営に加わり、新中国の正統派の代表として研
究の的となった。また、近年の歴史学界では、外敵の侵略に対して武力によっ
て抵抗した人々だけでなく、和平交渉の可能性も重視した人物への評価を見
直すべきだという新たな歴史観が現れ7)、親日派として戦後に断罪された周
作人8)も一気に脚光を浴びた。
ところで徐は、１９２７年以降に魯迅や郭沫若など左翼文学者と一定の距離を
保った。一方、毛沢東が槍玉にあげた三人の作家の一人である周作人9)と緊
密な交友関係をもちながらも、日中戦争以降は周作人と違って「親日派」に
ならなかった。つまり、歴史人物を善と悪で二分する中国伝統的な歴史観か
らみれば、中間派、あるいは政治的な色彩が薄くいわば純学者である徐は扱
いにくいのである。
しかし、左派でない、あるいは親日派と標榜しなかったからといって、徐
が日本語教育界や文学界、さらに近・現代中日交流に与えた影響が薄かった
わけではない。徐の研究は、新中国における日本語教育がどのように行われ
たのかを明らかにするために必要不可欠な作業であり、近・現代中国文学史
や中日教育交流史を解明するための重要な手がかりでもある。
そこで、本論文では、徐祖正の経歴、とりわけ日本留学の十年と帰国後の
北京での教育的活動に焦点を当てその生涯を描く。
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１．日本留学の十年
（１） 留日前の経歴
徐は次男として生まれた。生まれてまもなく母親が病死したため、近辺の
瀾漕村の農民の家に預けられた。地元の私塾で読み書きなど基礎教育を受け
た後、１９０９年に上海にある出版社、商務印書館が新設した商業補習学校に入
学した10)。
この学校は商務印書館が自社の人材養成のために設立したもので、中等レ
ベルの教育機関であった。近代教育を取り入れたばかりの中国にとってまだ
まだ珍しいものであった。教員陣には張元済、蒋維喬、陸費達、顧復生など
清朝末期の上海を代表する知識人が勢揃いして人々の耳目を集めた。新聞に
学生募集の公告を出し、「国文と算学によく通し、反応敏捷、態度活溌な者」
を集めた。２年間の課程で、１年半の授業と半年の実習が課せられていた11)。
７月２６日に開学し、授業は８－１２科目であった。卒業生の多くは印書館の発
行部門や事務部門に派遣されたが、徐のように印書館に就職しなかった者も
いた12)。
１９１１年、徐は商業補習学校を終えて郷里に帰った。その折り起こった農民
一揆に積極的に身を投じ、警察に追われる身となったが、兄徐祖廉の助力で
からくも脱出した。当時は辛亥革命の直前で、多くの青年が革命に参加する
ために武昌へ赴いた。郷里を逃れた徐も武昌を目指した。しかし、まだ幼く
背があまりにも低かったため、革命軍に採用されることはなかった。結局、
地方の兵士養成機関に入り13)、武昌学生軍の一員として武昌蜂起に参加した14)。
１９１２年１月１日、中華民国臨時政府（南京）が誕生した。武昌学生軍は解散
され15)、徐は軍から離れた。
一方、海外への留学生派遣が再開し、日本留学も再び奨励されるように
なった。とりわけ徐の出身省である江蘇省は「日本留学生給費方法」を制定
し、「官立各高等学校専門学校本科又は私立大学大学部本科入学者１人１ヶ
月旅費共に４０元」を支給するという日本留学奨励策を打ち出した16)。その金
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額は、当時の国費の「日本、毎人年額４００元」より高く設定されていた17)。
徐はこうした流れの中、日本に留学することを目指した。
（２） 東京同文書院への留学
１９１２年初頭、徐は中国駐日本公使館留学生監督を務める叔父徐夢鷹を頼り、
東京同文書院に入学した18)。徐はここで４年間を過ごした。
東京同文書院に関する先行研究はほとんどないため、ここでは少し紙幅を
費やして徐が在籍中の同書院の状況について紹介しよう。
東京同文書院（１８９９‐１９２２年）は、東京の近衛篤麿公爵家屋敷地内に、東
亜同文会が中国人留学生を受け入れるために設立した教育機関であった。院
長は細川護成侯爵で、教師陣には１９１４年の時点で「教授が２４人も…其中専門
の学士も９人」いた19)。
教育内容は、日本語のほか、受験のための「普通学」を教えていた20)。い
わば中国人留学生の進学のための予備校である。
同敷地内には目白中学校（旧制）が併設されており21)、高等学校や高等師
範学校など専門学校に進学したい中国人留学生のために学歴を補する役割を
果たした。
１９１３年の東亜同文会「春季大会事業報告」の記録によると、「一昨秋革命
乱の結果と致しまして、支那学生は其革命に投ずる為めに帰国致しまして、
甚だ残り少くなりましたが、昨年の秋頃から段々再びやってきまして、殊に
今年の１月から３月までの間に、１３０名程殖えました。３月に２６名卒業いた
しまして、皆何れも専門学校に転じました。現在普通学生のみが１７０名」在
籍していた。
つまり、徐が入学してまもなく、東京同文書院は多くの中国人留学生を受
け入れた。また、卒業生には専門学校に進学した者が多いことが分かる。後
に徐も同じ道を辿った。
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（３） 東京高等師範学校への進学
１９１６年４月、徐は東京高等師範学校（以下、東京高師と略す）文科第三部
英文学専攻に進学した22)。当時の東京高師は中国と日本との間に結ばれた五
校を官費とする特約校の１つで、合格すれば中国政府から官費を支給され
た23)。１９１４年に五校の１つである第一高等学校に合格した郭沫若の回顧によ
ると、この五校は特約によって留学生の競争の的となり、合格するのは「非
常な難関で」、「八、九年受けてもまだ受からないものもいた」という24)。
学科目には修身、教育学、英語、心理学論理学及哲学、国語及漢文、歴史、
言語学、体育、随意科目があった。具体的には、修身に実践倫理、国民道徳
論、倫理学、道徳史、教育学、教育史、教授法、学校衛生、教育法令、英
語に講読、文法、作文、口述、修辞学、文学史、心理学倫理学及哲学に論
理学、心理学、哲学概論、国文及漢文に講読、文法、作文、歴史に西洋
史、言語学、声音学、体育に体操、教練および競技、随意科目に独語があっ
た。
『東京高等師範学校一覧』によると、１９１６年度文科第三部英文学専攻の教
師陣には、岡倉由三郎、塩谷栄、石川林四郎、上条辰蔵の４名の教授と、武
信由太郎、飯島東太郎、青木常雄と英国人２名の計５名の講師がいた。
徐が在籍した４年間の「学級主任」は、予科が飯島講師、第一学年が石川
教授、第二学年が塩谷教授、第三学年が岡倉教授であった。次で述べるが、
徐は直接指導に当たったと思われる４人の学級主任、とりわけ石川教授の影
響を受けたと思われる。ここでは、この４人の学級主任について簡単に紹介
しておく。
飯島は１９１４年に東京高師英語専攻科を卒業した後に東京高師の講師となっ
た。１９１６年１２月に『New English Grammar for Middle-Grade Schools』を著わ
し、１９１７年２月に「文部省検定済」の「中学校英語科」の教科書となった25)。
石川は東京帝国大学英文科を経て、１９０４年に東京高師講師、１９０８年に六高
教授、１９１０年に東京高師教授となった。
塩谷栄は E.F.Edgettと『不如帰』を英訳し、『Nami-ko』として１９０４年にア
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メリカとイギリスで同時に出版された26)。１９０８年に東京高師講師、１９０９年に
教授となった。
岡倉は東京帝国大学文科大学選科を経て、１８９６年から東京高師の教授とな
り、学科主任をも兼任した。岡倉天心の弟であった。
徐と同年度に入学した外国人学生は２７名で27)、平均すると一専攻あたり１
名程度である28)。当時、東京高師に学ぶ外国人学生の大半は中国人留学生が
占めていた。東京高師時代の徐について、当時第一高等学校にいた陶晶孫は
「氏は…身体が弱く私とは時々期せずして同じ葉山などに暑を避けたり、時
には伊豆を廻ったり、漂泊の旅をしたりした」と回想した29)。
１９２０年３月、徐は東京高等師範学校を卒業した。
（４） 京都での二年間
徐が入った文科第三部英文学専攻には、張黄（字、鳳挙）30)という１つ上
級の中国人留学生がいた。徐の人生にとって、この人物は大きな役割を果た
した。
徐が３年生の１９１９年３月、張黄は東京高師を卒業して京都帝国大学文学科
英文学専攻に進学して厨川白村に師事した。一年後の１９２０年３月、徐が卒業
し、張黄と同じような道を選んだ。このことについて、張黄は「私が入った
あくる年から、徐祖正君、…などが相次いで来た」、「私が京都へ来た最大原
因は、私の後を継いだ幾人かの友人達のそれと同じく、厨川白村先生の門墻
に列したい心切ない念願にあった」と回想した31)。
張と徐の「厨川白村の門墻に列したい心切ない念願」は共通の学級主任で
ある石川林四郎教授の影響があったと思われる。石川は徐の第一学年の学級
主任であった。また、張黄の予科と第一学年の学級主任でもあった。一方、
石川は白村の東京帝国大学での１つ先輩であった。確かな根拠はないが、石
川は愛弟子を後輩、京都帝国大学の厨川に推薦したのではないかと考えられ
る。また、１９１９年度は厨川が助教授から教授に昇進した年であり、精力的に
活躍しようとする時期でもあったからである32)。
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しかし、徐が京都帝国大学に進学しようとする１９２０年、折悪しく厨川が黴
菌に冒され左足を切断することとなり33)、結局、徐は京都大学に進学するこ
とができなかった34)。後に徐を北京大学に紹介した周作人の回憶によると、
「張徐二君は英文学出身で、厨川白村の学生であった」とあるので35)、おそ
らく正規の学生ではなかったものの何らかの形で張黄と一緒に厨川の教えを
受けていたのかもしれない。
徐は京都大学に入学できなかったが、１９２０年から１９２２年までの二年間、京
都で過ごした。この間、徐は多くの詩を残した36)。これらの詩は徐の初期段
階の作品であり、その創作から文学の道を模索したと思われる。
徐が郭沫若らと文学雑誌を創刊したのもこの時期であった。１９２０年に徐は
郭沫若、郁達夫、何畏、陶晶孫らと一緒に『Green』を編集した37)。翌１９２１
年に郭沫若、郁達夫、張資平、何畏らと共に創造社を結成し、『創造』の発
刊を目指した。そのことについて郭は「資平と何畏に会えたのは、東大の友
人たちが学校から彼らを探して来てくれたためだった。思いかけず徐祖正に
もあった。彼は私が京都に行った時には、もう東京に来ていて、そのころ達
夫と同じ下宿屋に住んでいたらしかった。その日の午後、達夫の部屋に集
まって話し合った。みんなの意見も『創造』という名を使うのに賛成で、し
ばらく季刊を出し、将来能力が十分になってから別の形式をとろう、という
ことになった。…この会議があるいは創造社の正式の成立だといえるかも知
れない、時は１９２１年７月初旬」と回顧した38)。
郭の「思いかけず徐祖正にもあった」という言葉には、雑誌創刊に向けて
大きな戦力となる徐に幸運にも出会えた喜びが表れている。それは徐が
『Green』の編集などを通じて中国人留学生の間で、有望な作家として認め
られていたからである。文壇になにがしかの地位を得ていた徐祖正が加わる
ことは『創造』の創刊に大きな希望をもたらした。以降、徐と郭の交流が深
まり、後１９２７年の南昌蜂起後に日本へ亡命した郭を徐が援助することになっ
た39)。また、郭は新中国成立後に徐を北京大学に推薦した40)。
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２．帰国後の教育的活動
（１） 日本語教育に携わって
１９２２年、徐は東京高師からの先輩である張黄の紹介で北京高師の教鞭をと
ることになり、１９２３年まで１年間勤めた41)。ちなみに、張黄は１９２２年３月に
京都帝国大学文学科英文学専攻で文学士を取得し、北京大学の教授となり、
周作人の右腕として北京文壇で名を知られた人物である。教育界や文壇での
人脈を生かして自分の後輩であり親友である徐を北京高師に紹介したと思わ
れる。この一年間、徐が何の科目を担当していたのかについては不明である
が、１９２２年に発行された北京高師の学会誌『国文学会叢刊』第１巻第１期に
掲載された「国文学会」の「会員録」には、徐の名前があり42)、また徐の専
門から考えると、文学関係の授業を担当していたのではないかと考えられる。
１９２２年９月５日、徐は張黄の案内で周氏兄弟（魯迅と周作人）の自宅を訪
問した43)。これ以降、徐と周氏兄弟との交流が頻繁となった。張黄が徐を周
作人に紹介したのは、特別な意図があったと考えられる。張黄は１９２２年７月
１６日に『北京周報』で周作人と連名して「北京大学に新設する日本文学系に
就いて」を発表した44)。当時の北京文壇には、北京大学日本文学系の教授に
相応しい人材は乏しく、徐こそ適材と考えて周作人に推薦したと思われる。
１９２３年、徐は周作人の推薦で北京大学の教授となり45)、以後、周作人、張
黄と共に日本文学系の創設に腐心した。
１９２４年、周作人、張黄、徐祖正三教授の努力によって、「日文組」と「梵
文組」の二組を有する「東方文学系」が創設された。責任者は周作人であっ
た46)。
１９２５年、日文組は予科生を募集したが47)、数名しか集まらなかったため、
結局、１９２６年には募集が停止された48)。さらに１９２７年、張作霖政権の成立お
よび財政難に伴って北京大学が京師大学校に合併され、学生が集まらない東
方文学系は廃止された。こうして東方文学系はわずか二年間で幕を閉じた。
これにより１９２５年に入学した数名の学生は、１９２７年に予科を終えても、日文
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組本科に進学できず、結局、同大学の経済学系など文科各系に吸収された。
予科経営の二年間、徐が何を教えていたのかについては不明である49)。
１９２９年、東方文学系日文組予科が再開された。当時、張黄はすでにフラン
スに留学しており、周作人と徐祖正が中心になって運営に当たったと思われ
る。１９３１年、北京大学は各外国文学系を合併して外国語文学系を設置し、英、
仏、独、日の４組を設けた50)。こうして、東方文学系日文組は外国語文学系
日文組となった。
ここに北京大学は１９３１年から初めて日本語を専攻する本科生の教育に乗り
出した。同年度の日文組のカリキュラムによると、徐は一年生の「講読甲
（語体文）」と「散文」（すなわち、現代文学）を担当した。「講読甲（語体
文）」では「島崎藤村傑作集（新潮社）」を教材として使用し、「散文」では
「芭蕉著奥の細道（岩波文庫本）」を教材とした。また、１９３４年度のカリ
キュラムでは、徐は二年生の「万葉集講読」と「日文実習」、三年生の「古
今集講読」を担当した51)。
この日文組は日中戦争が勃発した１９３７年まで続いた。この６年間、教師陣
には、周作人教授、徐祖正教授、銭稲孫講師がおり52)、月給は周作人が５００
円、徐祖正が４００円、銭稲孫が１００円であった53)。ちなみに、当時の北京大学
学長の月給は６００円であった。卒業生はわずか７名であった。すなわち、１９３
５年に卒業した王基、沢銑、魏敷訓の３名と、１９３６年に卒業した王錫禄と
蘇瑞成の２名と、１９３７年に卒業した周豊一と汪鴻文の２名である。特筆すべ
きなのは、１９３５年に卒業した王基、沢銑、魏敷訓の３名が、１９２９年に東方
文学系日文組予科に入学した予科生で54)、中国最初の日本語専攻の本科卒業
生でもあったことである。沢銑と魏敷訓は後に北京大学の日本語教師と
なったが、王基については不明である。また、１９３７年に卒業した周豊一は、
周作人の息子であり、後に北京大学図書館に勤めた。
（２） 北京文壇での活躍
（１）で述べたように帰国してまもなく、徐は北京文壇を代表する周氏兄弟
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －３１－
などと頻繁に交流を始めた。その様子は魯迅と周作人の日記から読み取れる。
１９２３年前半の日記を調べたところ、徐は少なくとも８回周氏兄弟と会い、た
びたび食事を共にした。同席者には張黄、北京大学教授の沈氏三兄弟（士遠、
尹黙、堅士）55)、留日時代の親友である郁達夫などがいた。周氏兄弟の日記
から、北京における徐の交友活動の一端をうかがえると同時に、帰国したば
かりの徐が順調に北京文壇での地位を確立しつつあり、その才能は周氏兄弟
らに認められていたことが見て取れる。
日本留学経験を持つ徐は、明治日本の文壇に強い影響を与えたロマン主義
文学と自然主義文学に注目していた。日ロ戦争後の日本にならって、自意識
の覚醒による近代国民の形成を高唱した。「文芸と思想には個人しかない。
政治社会の束縛を逃れ、個人の主観的な尊厳を維持するため、文芸思想の畑
があるのだ。そこでは模倣は許されず、服従する必要もない。個人の尊厳を
唱えることは団体国家を無視するものではない。団体国家は健全な判断、鋭
い思索、豊かな情感を持つ個体の上に成り立っている。この個体を養成する
ことができるのはただ文芸しかない」と論じた56)。人性解放にはじまり、自
我至上、自我拡大の欲求は、辛亥革命後に残存していた封建思想に対する反
発の声に他ならなかった。文学を通じて国民の覚醒を促そうとする主張は、
魯迅や郭沫若など左翼文学者との共通点である。
徐の論文からかれの思想に踏み込んでみよう。ロマン主義文学について、
イギリスロマン主義の筆頭であるジョージ・ゴードン・バイロン（George
Gordon Byron，sixth Baron，１７８８‐１８２４年）、パーシー・ビッシュ・シェリー
（Percy Bysshe Shelley，１７９２‐１８２２年）、ジョン・キーツ（John Keats，１７９５‐
１８２１年）、ウィリアム・ブレイク（William Blake，１７５７‐１８２７年）、自然主義
文学について、フランスを代表する自然主義文学者であるアンリ・ルネ・ア
ルベール・ギ・ド・モーパッサン（Henri René Albert Guy de Maupassant，
１８５０‐１８９３年）を取り上げた。附表「徐祖正の主な著作一覧」中の「２．論
文」の「１」、「１０」、「３１」、「３４‐３６」と、「２５‐２６」、「２９」がそれである。
とりわけ、徐はバイロンの精神は「革命的精神」であると高く評価し、
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「擬古主義に反抗し、無味乾燥の文学に命の情熱を注いだ」と述べた。具体
的には実社会や自我の生活を凝視し、時代の現実に抑圧された個人主義的自
我を、芸術と観念のうちに絶対的に解放することを目指した。
初めの論文では、キーツがギリシャ神話を題材に書いた早期の短詩「李恩
潭與葉愛羅」（「Leanderと Hero」）を取り上げ、キーツの「If I hid myself，it
sure shall be In the very fane，the light of Poesy；If I do fall，at least I will be laid
Beneath the silence of a poplar shade」という言葉を引用しており、その文学
への献身的な精神に感銘を受けたことが窺える。また、一個人としてのキー
ツを尊敬した。詩中の主人公である Leanderは Heroへの献身的な愛を貫い
て最後には悲劇的な死を遂げる。一方詩人キーツは、その私生活において恋
人 miss Fanny Brawneへの愛に執着した。しかし、その愛に敗れ絶望した
キーツは自らの命を絶った。詩の世界における至上的愛と詩人の愛を貫いた
人生を重ねて、徐は、愛のためにすべてを捧げる生き方に共鳴した。
こうした恋愛神聖の主張は、徐が１９２６年に世に出した最初の単著『蘭生弟
的日記』にも色濃く反映された。『蘭生弟的日記』は主人公「蘭生」と従兄
弟の姉「薫南」との間に発生した恋愛ストーリーである。写実的な手法を用
いて、徐自らの人生を「蘭生」に投影し、苦悩と哀切に満ちた情的生活を赤
裸々に熱っぽく描写した。その特徴は島崎藤村の作品と通底しており、島崎
の長篇小説である『新生』を中国語に訳し、島崎を中国に紹介したことも頷
ける57)。また、日本の自然主義文学に注目し、日本人の自然表現を「日本人
の俳諧精神－芭蕉一茶之流」に求めた58)。前述したように徐は島崎と芭蕉の
作品を北京大学日文組の教材として使ったが、その理由はここにあった。
日中戦争が勃発する前、徐は夏休みを利用して度々日本を訪れた。１９３４年
夏の訪日中に周作人と合流し、日華学会、東亜高等予備学校、外務省、東方
文化研究所などを訪問し、また、朝日新聞や読売新聞のインタビューにも応
じた59)。この訪日について、『日華学報』は「周徐劉王諸氏歓迎記念撮影」
を掲載し、「周作人徐祖正両氏来遊」を紹介した60)。
日本側は周作人と徐祖正の来訪に研究会を開いた。そのことについて、主
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －３３－
催者である竹内好は、日記で次のように記した61)。
７月１９日、「徐祖正（北京大学教授、作家、日本文学研究家）の歓迎会へ
の協力を頼まれ、尽力を約すのち研究会の主催となる」。「二人は１９３５年から
北京大学外国語文学系で日本文学を開講するための諸準備と書籍購入のため
来日していた」。
８月４日、「日比谷の山水楼で周作人徐祖正歓迎会開催。前月来、歓迎会
準備に奔走し、発起人に新居格のほか有島生馬、佐藤春夫、竹田復、与謝野
寛を依頼」。「出席者２５名の中には、塩谷温、島崎藤村、戸川秋骨、村松梢風、
堀口大学の顔もあった」。
このように日本で当時の文壇を代表する文学者、作家たちと交流したこと
から、徐は周作人と共に中国の文壇の代表として日本の文壇に注目されてい
たことが理解できる。
この歓迎会の時に島崎藤村は徐を食事に誘っており、２０日の晩、麻布区六
本木の大和田にて徐と周作人を招待した62)。島崎藤村に招待されたのは、徐
が島崎藤村『新生』を翻訳する際、しばしば島崎藤村と通信し、一度訪問し
たこともあったからである63)。徐は『新生』が島崎藤村の円熟期の作品であ
ると認識しており、４年の歳月を費やして翻訳した64)。出版前から中国人読
者からの問い合わせがあったほどの待望作であった65)。
（３） 日中戦争勃発以降
１９３７年、日中戦争が勃発した。北京にあった国立大学は南へ移り、それに
伴いほとんどの教師が南下した。徐も南下するつもりはあったが、結局離れ
なかった。まもなく日本の傀儡政権下の偽北平師範大学長に就任したものの
日本による統制に耐えきれず、わずか１８日で辞めた。その後は、書斎に閉じ
こもる生活を送った66)。
１９３９年秋、偽北京大学には文学院が設立された。院長は周作人であった。
徐は周の招きで英文系主任となった67)。また、日中戦争中に北京で創立され
た日中合弁会社・新民印書館の外郭団体であった中国文化振興会の委員とな
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り、周作人らと共に同会の機関誌『芸文』の編集・刊行に努めた68)。
日本が敗戦した後の１９４６年、周作人は「漢奸」として国民政府に逮捕され、
裁判にかけられた。「北平臨時大学補習班教授徐祖正ら文化人五四人」は連
名で文章を最高裁に提出し、周作人の無罪を主張した69)。その後、徐は中国
共産党系列の張家口外語学院で教鞭をとった70)。
ちなみに、日中戦争によって中断された北京大学日本語専攻が再開された
のは１９４６年であった。文学院東方語文学系満蒙蔵文組に従属したかたちで、
四年本科であった。１９４６年から新中国建国の１９４９年まで、この日本語専攻で
どのくらいの学生が学んだのかは不明である71)。
１９４９年に中華人民共和国が誕生した。徐は郭沫若の推薦で再び北京大学に
戻り、日本語専攻の教授となった72)。１９５７年、毛沢東が反体制狩りのために
反右派闘争を発動した。晩年の徐は北京大学で「右派」とされた。１９６６年、
文化大革命が始まった。徐は辛亥革命に参加したことなどで再度批判され、
トイレ清掃など労働改造に送り込まれた。不正常な時代を生き抜こうとした
徐の顔には、微笑みはめったにみられなくなったと同僚の金克木が言う73)。
文化大革命が終わった２年後の１９７８年５月、徐は名誉回復を待たずに癌で
なくなった。徐の死に対し、北京大学は追悼会を開き、季羨林北京大学副学
長は「徐先生は生涯、共産党に反対したことはなく、毛主席周総理を極めて
擁護していた。それだけではなく辛亥革命時に孫中山先生に追随した」と語
り、徐の名誉を回復した74)。
おわりに－徐祖正研究の意義
本論文では、徐の経歴をできるだけ明らかにした。こうした徐の経歴の解
明は、北京大学校史の研究にはもちろん、中国文学史、日本語教育史、さら
に中国近・現代史の研究にも欠かせない作業である。しかし残念なことは、
史料の制限で、徐の新中国成立後の北京大学日本語専攻における担当科目や
使った教材など日本語教育の実態に踏み入ることができなかった。引き続き
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －３５－
史料の発掘と卒業生へのインタビューを通して解明する必要がある。
徐は魯迅、周作人、郭沫若、張黄、郁達夫らと同じ官費日本留学生で、い
わば２０世紀初頭の中国のエリートであった。日ロ戦争以降の日本の飛躍的な
発展を目にした彼らエリートは、中国と同じように従来の反封建的因襲や道
徳に縛られた日本がどのように西洋文化を消化し、移り変わっていくのかに
強い興味を示した。日本の文壇に影響を及ぼしたロマン主義文学や自然主義
文学に傾倒したのは、その証左である。
やがて近・現代中国の文壇や社会の主流となるプロレタリア思想の大波は、
徐が芽生えさせた個の思想を呑み込み押し流した。徐は文学を経世の一手段
とする左翼文学者の功利主義と距離を保つようになった。そうした徐の姿勢
に対し、１９３０年代の受講生の１人であった呉組 は、学術のために学術する
「守旧的文学理論家である」と批判した75)。徐はもはや時代遅れであると世
に捨てられた。
徐が生きた時代において捨てられたその思想は、真の個の形成が望まれる
今日の中国において鋭い光を放っている。功利主義が横行している現在の中
国において、こうした徐の思想はもう一度吟味される意味がある。徐の思想
に関する本格的な研究は、次の課題としたい。
追記：徐祖正研究に当たっては、北京大学の孫宗光先生に多大なご指導を頂
いた。この場を借りて感謝したい。
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8) 周作人は、1939年から日本の傀儡政権である汪兆銘（精衛）政府の教育部門に協力
したことで、1946年に中国国民党政府によって「漢奸」として裁かれ、南京で投獄
された。1949年に中華人民共和国の誕生によって釈放され、北京で執筆活動を行っ
たが、文化大革命期に実権派（走資派、反毛沢東派）にかくまわれたことで非難を受
け、1967年に失意のうちに病没した。
9) 「文学・芸術が帝国主義者のためのものであれば、周作人、張資平らがそうだが、そ
れは民族裏切り者の文学・芸術とよばれる」、毛沢東「在延安文芸座談会上的講話・
結論（延安の文学・芸術座談会における講話・結論）、1942年 5月 23日」『毛沢東選
集』第 3巻、人民出版社、1991年所収。
10) 前出、李忠霖遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、10頁。
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11) 一回生である黄警頑が書いた「二十年社交経験談－交際家黄警頑自述」（程徳培ら 3
人編『1926‐1945良友人物』上海社会科学院出版社、2004年 1月所収）による。また、
商務印書館の「百年大事記」（ホームページ http://www.cp.com.cn/）によると、商務印
書館は 1909年に商業補習学校を創設、初代校長は張元済であった。
12) 汪家熔『商務印書館史及其他－汪家熔出版史研究文集』中国書籍出版社、1998年 10
月第 1版、122頁。
13) 前出、李忠霖遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、10‐11頁。
14) 金克木「徐祖正教授的難得一笑」（光明網 www.gmw.cn）によると、徐の実家は徐が
退役時の証書を保管している。
15) 「武昌学生軍の解散」、「時事」、『支那』第 3巻第 8号、1912年 4月 20日、34頁。
16) 「江蘇省の日本留学生給費方法」、「時報」、『支那』第 4巻第 10号、1913年 5月 15
日、61頁。
17) 「海外留学生学資」、「時報」、『支那』第 4巻第 17号、1913年 9月 1日、64頁。
18) 前出、李忠霖遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、10‐11頁。
19) 「東亜同文会秋季大会議事速記録」、「会報」、『支那』第 5巻第 2号、1914年 1月 15
日、76頁。
20) 『支那』第 4巻第 11号、1913年 6月 1日、64頁。
21) 「歴史と沿革」、中央大学附属中学校・高等学校ホームページ参照。
22) 「外国学生」『東京高等師範学校一覧』1916年度参照。
23) 「江蘇省の日本留学生給費方法」『支那』第 4巻第 10号、1913年 5月 15日、61頁。
24) 小野忍・丸山昇訳『郭沫若自伝 2 黒猫・創造十年他』平凡社、1968年、100頁。
25) 小山清『広島大学附属中学校・高等学校 新・教師列伝（下）』2008年発行（非売品）
参照。
26) イギリス文壇は、当時の世界文学の中心ともいえる存在だが、そのなかで最も権威が
ある「The Times Literary Supplement」（タイムズ文芸附録）に『Nami-ko』の書評が載っ
ていた（1904年 6月 24日）。
27) 『東京高等師範学校一覧』1915年度と 1916年度の「外国学生」名簿を対照して数え
れば、1916年度の入学者数が分かる。
28) 「東京高等師範学校概覧（1916年 6月 1日）」（『東京高等師範学校一覧』1916年度）
によると、東京高師は 1915年に改編し、修業年限は予科一年を含んだ四年であった。
文科、理科、体育科の 3科を設けており、文・理科にはそれぞれ 3部があって、各部
にはいくつかの専攻があった。
29) 前出、「藤村雑記－『文学界』のこととその紹介者徐祖正氏のこと－」、185‐186頁。
30) 張黄、字を鳳挙、また定ともいう。1895年生まれ。江西省南昌の人。1922年帰国
後、国立北京大学教授となり、翌 1923年に中日学会を組織して両国の文化提携に尽
力し、多大な功績を残した。後に国立北京女子師範大学講師、中法大学国文教授を歴
任。『語絲』、『猛進』の投稿者。1925年 12月から翌年 4月にかけ、魯迅と輪番で『国
民新報副刊』乙刊を編集。三・一八事件後、北洋軍閥政府から逮捕状が出される。1928
年 6月に国民党北伐軍の北京入城に際して国民党に入り、1930年初めにフランスに
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渡る。第二次大戦後の日本に戦勝国中国の代表として駐在した（『日本留学支那要人
録』（興亜院政務部、1942年 3月、128頁）、「人物注訳・索引」（『魯迅全集』19、521
頁。ただ、この注訳には「東京帝国大学文学士」や「1921年帰国」との誤記がある）、
周作人『知堂回想録』（『周作人文選』自伝、群衆出版社、1999年、384頁、382頁）
参照）。
31) 張鳳挙「わが師わが友」『京都大学文学部五十年史』、1956年 11月、512‐515頁。
32) 『京都帝国大学一覧』参照。
33) 厨川蝶子「悲しき追懐」、厨川蝶子・厨川白村集刊行会『厨川白村集』第 2巻、1925
年参照。
34) 『京都帝国大学一覧』の新入生名簿と卒業生名簿には徐祖正の名前はなかった。
35) 周作人『知堂回想録』群衆出版社、1999年、414頁。
36) 徐祖正「Oshibana」『創造季刊』第 4号、1927年 8月 10日、137‐141頁。
37) 王訓昭ら編『郭沫若研究資料』上冊、中国社会科学出版社、1981年 1月、21頁。
38) 前出、小野忍・丸山昇訳『郭沫若自伝 2 黒猫・創造十年他』、195頁。
39) 沈夫強整理「曾是文壇一勇士 記徐祖正與周氏兄弟、郭沫若等友好往来」、前出、中
国人民政治協商会議江蘇省昆山市委員会文史征集委員会編『昆山文史』、19頁。
40) 1953年に入学した陳応年の回想による。
41) 前出、李忠霖遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、11頁。一方、徐が北京高師に赴任した期
日について、北京師範大学校史には記録がない。前に紹介した徐の京都時期に書いた
詩の日付から分析すると、徐は 7月から 8月までの間に帰国したことが分かる。おそ
らく 9月の新年度に赴任したのではないかと思われる。
42) 『北京師範大学校史 1902‐1982』北京師範大学出版社、1982年 6月、60‐61頁。
43) 『周作人の日記（影印本）』（中冊、大象出版社、1996年 12月、255頁）によると、
徐が最初に周宅を訪れたのは 1922年 9月 5日午後で、張黄と共であった。
44) 周作人・張黄「北京大学に新設する日本文学系に就いて」『北京週報』弟 25号、1922
年 7月 16日。
45) 『魯迅全集 19 日記Ⅲ・日記注訳索引』学習研究社、1986年 8月、537頁。
46) 『北京大学校史（1898‐1949）』（増訂本）北京大学出版社、1988年 4月、190頁。
47) 前出、周作人・張黄「北京大学に新設する日本文学系に就いて」参照。
48) 予科生には杜逢辰と蔡儀がいた。予科の学生募集が停止されたのは、1926年 5月 19
日であった。杜逢辰のことや募集停止のことについて、王昇遠「周作人與北京大学日
本文学学科之建立」（『魯迅研究月刊』2010年第 7期、63頁）、蔡儀のことについては
馮至「両段回憶」（『副刊』1992年 8月 7日）参照。
49) この時期、徐は周作人と一緒に北京女子師範大学に招聘され、英文学教授も兼任した。
（「復校後各学科主任教員聘定情況」、薛綏之主編『魯迅生平史料彙編』第三輯、天津
人民出版社、1983年 4月、336頁）。また、徐の学生で、後に同僚でもあった孫宗光
氏は「北京女子師範大学の設置に関しては林語堂氏と協力し実現したと言ってまし
た」と筆者に語った。
50) 前出、『北京大学校史（1898‐1949）』、316頁。
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51) 前出、『北京大学校史（1898‐1949）』（316頁）および王昇遠「周作人與北京大学日本
文学学科之建立」（63‐64頁）参照。
52) 金克木「末班車」、陳平原等編『北大旧事』1998年 1月、278頁。
53) 「1934‐1935年度北大教授実際月薪 2」、陳明遠『那時的大学』山西人民出版社、2011
年 8月。
54) 前出、王昇遠「周作人與北京大学日本文学学科之建立」、67頁。
55) 沈氏三兄弟、浙江省呉興県の人。士遠は上で、次は尹黙（原名は実、字を尹黙、号を
君黙）、堅士（ 士とも書く）である。
56) 祖正「対話與独語」、『駱駝草』週刊第 2期、1930年 5月 19日、1‐2頁、前出伊藤虎
丸編『駱駝草附駱駝』所収。
57) 島崎藤村著、徐祖正訳『新生』上・下、北新書局、1927年 12月。
58) 徐祖正「日本人的俳諧精神」、陶亢徳編『日本管窺』宇宙風社、1936年 12月、32‐39頁。
59) 前出、張菊香・張鉄栄編著『周作人年譜（1885‐1967）』、449頁。
60) 『日華学報』第 47号、1934年 9月 15日参照。
61) 「年譜」『竹内好全集』第 17巻、筑摩書房、1982年 9月。
62) 周作人著・松枝茂夫訳「島崎藤村先生」、『島崎藤村全集別巻』筑摩書房、1983年 1
月、207頁。
63) 前出、周作人著・松枝茂夫訳「島崎藤村先生」、『島崎藤村全集別巻』、207頁。
64) 「附表 徐祖正著作一覧」の「論文・訳文など」の「8」と「22」を参照。
65) 徐祖正「消息」『語絲』第 140期、1927年 7月 16日、20頁。
66) 李健吾「弯枝梅花和瘋子」（張大明編『李健吾創作評論選集』人民文学出版社、1984
年 8月、248頁）と、嘉「老人的胡閙」（文天行・王大明・廖全京編『中華全国文芸
界抗敵協会資料彙編』四川省社会科学院出版社、1983年 12月第 1版、271頁）参照。
67) 黄開発整理「沈啓無自述（代年表）」、北京魯迅博物館編『苦雨斎文叢 :沈啓無巻』遼
寧人民出版社、2009年 1月参照。また、孫宗光は筆者に「1年間イギリスに留学して
いましたが多分日本から帰国してからのことと思います」、「日本文学に深い造詣を
持っておられましたが、専攻は英文学で彼の図書の半分は英文学の原書でした」と徐
について語った。
68) 黄漢青「新民印書館について」、慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会編『慶應義塾大学
日吉紀要言語・文化・コミュニケーション』第 41号、2009年、146頁。
69) 「徐祖正等為保周作人致首都高等法院呈（1946,6,22）」、南京市 案館編『審訊汪偽漢
奸筆録 下』、江蘇古籍出版社、1992年 7月、1436‐1439頁。
70) 前出、李忠霖の遺稿「徐祖正教授逸聞数則」、14頁。
71) 前出、『北京大学校史（1898‐1949）』、407頁、465頁、459頁。
72) 元北京大学日本語学科長・教授、孫宗光氏の証言によると、徐は 1952年に北京大学
に戻り、1953年に孫を助手として日本語学科に紹介した。
73) 前出、金克木「徐祖正教授的難得一笑」。
74) 前出、方紀生「駱駝草合訂本序」、19頁。
75) 「斥徐祖正先生」、呉組 『苑外集 文芸論評巻』北京大学出版社、1988年 8月、11頁。
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表 徐祖正の主な著作一覧
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
１．著書・訳書
１ 単著 『蘭生弟的日記』（蘭生弟の日記） 北新書局 １９２６年７月
２ 単訳 島崎藤村『新生』上・下 北新書局 １９２７年１２月
３ 共訳 武者小路実篤『四人及其他』 南京書店 １９３１年８月
２．論文・訳文など
１ 単著 「李恩潭與葉愛羅」（Leanderと Hero） 『語絲』第２７期 １９２５年５月１８日、
１‐４頁
２ 単訳 Augeuste Rodin遺稿
「留給青年芸術家們的幾句話」
（若手芸術家たちに残すメッセージ）
『語絲』第４３期 １９２５年９月７日、
１‐３頁
３ 単著 「生日的礼物（一幕劇）贈給語絲」
（誕生日の贈り物（一幕劇）語絲へ）
『語絲』第５４期 １９２５年１１月２３日、
６‐１４頁
４ 単著 「訳詩一首」 『語絲』第７０期 １９２６年３月１５日、
１‐５頁
５ 単著 「両首小詩」 『語絲』第７１期 １９２６年３月２２日、
１‐２頁
６ 単著 「笑與哭」 『語絲』第７４期 １９２６年４月２０日、
５頁
７ 単著 「哀悼與憶念」 『語絲』第７５期 １９２６年４月１９日、
４‐６頁
８ 単著 「新生的訳稿與底本」
（新生の訳稿と原本）
『語絲』第７６期 １９２６年４月２６日、
２‐３頁
９ 単著 「山中雑記 一」 『語絲』第８１期 １９２６年５月３１日、
１‐３頁
１０ 単著 「拜輪的精神」（バイロンの精神） 『創造月刊』
第１巻第４期
１９２６年６月１日、
７３‐９４頁
１１ 単著 「山中雑記 二」 『語絲』第８４期 １９２６年６月２１日、
６‐１０頁
１２ 単著 「蘭生弟的日記」 『駱駝』 １９２６年７月、
３９‐１１８頁
１３ 単著 「沙漠之夢」 『駱駝』 １９２６年７月、
１４４頁
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －４１－
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
１４ 単著 「山中雑記 三」 『語絲』第９５期 １９２６年９月６日、
１‐３頁
１５ 単著 「山中雑記 四・五」 『語絲』第９７期 １９２６年９月２０日、
１‐７頁
１６ 単著 「山中雑記 六」 『語絲』第９９期 １９２６年１０月４日、
３‐７頁
１７ 単著 「送南行的愛而君」（南行の愛而君へ） 『語絲』第１０１期 １９２６年１０月１８日、
１‐１１頁
１８ 単著 「進献之詞」 『語絲』第１０２期 １９２６年１０月２５日、
１１‐１２頁
１９ 単著 「山中雑記 七」 『語絲』第１０３期 １９２６年１１月１日、
３‐９頁
２０ 単著 「山中雑記 八」 『語絲』第１０４期 １９２６年１１月８日、
４‐５頁
２１ 単著 「山中雑記 九」 『語絲』第１０５期 １９２６年１１月１５日、
３‐７頁
２２ 単著 「山中雑記 十」 『語絲』第１０６期 １９２６年１１月２２日、
１１‐１３頁
２３ 単著 「創造社訪問記与後記」 『洪水周年増刊』 １９２６年１２月１日、
頁数不明
２４ 単著 「教育界的羞恥」 『語絲』第１０９期 １９２６年１２月１３日、
１頁
２５ 単著 「駱駝草－莫泊桑的母親」
（Maupassantの母親）
『語絲』第１２０期 １９２７年２月２６日、
１‐２頁
２６ 単著 「駱駝草－莫泊桑的修養時代」
（駱駝草－Maupassantの教養時代）
『語絲』第１２１期 １９２７年３月５日、
１‐３頁
２７ 単著 「感想－生活的昇華與芸術的還元－上」
（感想－生活の昇華と芸術の還元－上）
『語絲』第１３９期 １９２７年７月９日、
３‐７頁
２８ 単著 「感想－生活的昇華與芸術的還元－中、
下」
『語絲』第１４０期 １９２７年７月１６日、
１‐７頁
２９ 単著 「駱駝草－莫泊桑的作風與態度」
（莫泊桑：Maupassant）
『語絲』第１４１期 １９２７年７月２３日、
１‐３頁
３０ 単著 「Oshidznz」 『創造季刊』第４号 １９２７年８月１０日、
１３７‐１４１頁
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№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
３１ 単著 「英国浪漫派三詩人拜輪、雪菜、箕茨」
（英国ロマン派の三詩人－バイロン・シェ
リー・キーツ）
『創造季刊』第４号 １９２７年８月１０日、
１３７‐１４１頁
３２ 単著 「芥川龍之介的死」 『語絲』第１４４期 １９２７年８月１３日、
１‐４頁
３３ 単著 「教育漫語」 『語絲』第１４４期 １９２７年８月１３日、
１３‐１６頁
３４ 単著 「駱駝草－紀念英国神秘詩人白雷克
（william Blake）－上」
『語絲』第１４８期 １９２７年９月１０日、
１‐３頁
３５ 単著 「駱駝草－紀念英国神秘詩人白雷克
（william Blake）－中」
『語絲』第１５０期 １９２７年９月２４日、
３‐４頁
３６ 単著 「駱駝草－紀念英国神秘詩人白雷克
（william Blake）－下」
『語絲』第１５３期 １９２７年１０月１５日、
１‐１１頁
３７ 単著 「対話與独語」 『駱駝草』週刊第２期 １９３０年５月１９日、
１‐２頁
３８ 単著 「文学上的主張與理論」
（文学上の主張と理論）
『駱駝草』週刊第３期 １９３０年５月２６日、
１‐２頁
３９ 単著 「文学運動與政治的相関性」
（文学運動と政治の関連性について）
『駱駝草』週刊第４期 １９３０年６月２日、
１‐２頁
４０ 単著 「文芸論戦」 『駱駝草』週刊第１０期 １９３０年７月１４日、
１‐３頁
４１ 単著 「某天的日記」 『駱駝草』週刊第１２期 １９３０年９月２９日、
６‐７頁
４２ 単著 「一個作家的基本理論－文学上的第三国際－」
（一作家の基本理論－文学上の第三国際－）
『駱駝草』週刊第２０期 １９３０年１０月６日、
１‐３頁
４３ 単著 「理性化与文学運動 上」 『駱駝草』週刊第２１期？ １９３０年１０月１３日、
４‐５頁
４４ 単著 「理性化与文学運動 中」 『駱駝草』週刊第２４期？ １９３０年１０月２０日、
４‐５頁
４５ 単著 「理性化与文学運動 下」 『駱駝草』週刊第２５期 １９３０年１０月２７日、
４‐５頁
４６ 単著 「文化学院参観記」 『孔徳校刊』第４８期 １９３４年１２月、
頁数不明
中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正 －４３－
№ 単・共 著書等の名称（日本語訳） 発行所、発表雑誌等の名称 発行又は発表の年月等
４７ 単著 「日本文学観の一断片」 『同仁』第８巻第１１号 １９３４年１１月、
頁数不明
４８ 単著 「日本人的俳諧精神」 陶亢徳編『日本管窺』
（宇宙風社）
１９３６年１２月、
３２‐３９頁
４９ 単著 島崎藤村著「岡倉覚三」 『北京近代科学図書館
館刊』第３号
１９３８年３月、
９０‐９１頁
５０ 単著 「読『 餘集』－郁達夫追憶之二」 『文藝時代』
第１巻第４期
１９４６年（９月）、
１２‐２３頁
５１ 単著 「文芸復興期思想之特徴」
（文芸復興期における思想の特徴）
『文藝と生活』第２期 １９４６年（１２月）、
１２‐２３頁
５２ 単著 「回憶的石評梅女士」
（石評梅女史への思い出）
『平定史志通訊』
第３期
１９８６年（９月）、
７１‐７６頁
註：（ ）内は題目についての筆者の訳文である。
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